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①平成17年８月29日合併告示、合併協議で定数20名とする。
　平成17年12月19日　定数18名へ変更条例制定
　平成18年２月13日合併　　（平成17年国政調査人口20,764人）
②平成24年～平成25年３月
　議会行財政改革特別委員会で全８回に亘り検討・協議し、５月､11月の「議
　会と語ろう会」で町民の意見も頂いて採決の結果、議員定数は現状のまま
　18名、議員報酬・手当体系・政務活動費（無し）も現状のままと決定しま
　した。
③平成27年に入り、止まらない人口減少、合併後10年経過による財政特例優
　遇期間終了を目前にして、再度、行財政改革特別委員会で１/23、４/14、
　６/29、７/22、９/16と再度、近隣市町の状況や議会活動、議会機能の勉
　強会・討議、平成24年の検討・協議の再確認を進めてきたところです。
④今回再び10月の「議会と語ろう会」で、この「議員定数・議員報酬・政務
　活動費」について議員の考えと町民の皆様との忌憚の無い意見交換を行い､
　審議を深めたいとテーマアップさせていただきました。

議会活動について語ろう！議会活動について語ろう！
～議会の役割・議員定数・議員報酬・政務活動費を考える～

10月28・29・30日
連日午後７：30～　開催予定
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（１）これまでの議員定数とその検討・協議（１）これまでの議員定数とその検討・協議
①議員定数の変更は議会制民主主義と民意反映の上から慎重を期す
　べきものであり、変更する場合は議員提案によるべきとされてい
　ます。
②任期中はこれを変更しないとしており、変更は次の一般選挙でな
　ければ出来ない。次の一般選挙は平成30年７月であり、遅くとも
　その１年前の平成29年春までには採決し結論を出した上で、選挙
　権・被選挙権を有する住民の皆様に広報することがあるべきスケ
　ジュールとなります。こうした日程から、平成28年３月の定例会
　までには一定の結論を出すことがその後の準備からも必要である
　と考えます。

（２）議員定数の変更（２）議員定数の変更

①議会の機能から考える
　ⅰ．行政監視機能を果たせるか（常任委員会議員数）
　ⅱ．政策形成（立案）機能を有するか
　ⅲ．民意吸収機能を果たせるか
　ⅳ．議会運営機能を有するか
②自治体の置かれた状況はどう考えるか
　ⅰ．財政要因
　ⅱ．人口要員　
　ⅲ．近隣自治体、同規模自治体との比較かい離
③議会が担うことが期待される仕事量から分担議員数を考える

（３）議員定数を考える基準は？（３）議員定数を考える基準は？

な
ど
な
ど

永平寺町人口の推移

 福 井 市 267,443 8,358 32 6,711 ① －4
 越 前 市 83,762 3,807 22 2,987 ② －2
 坂 井 市 93,526 3,597 26 2,853 ③ －4
 鯖 江 市 68,960 3,448 20 2,709 ④ －6
 敦 賀 市 67,824 2,609 26 2,090 ⑤ －1
 大 野 市 35,245 1,958 18 1,635 ⑥ －6
 小 浜 市 30,590 1,699 18 1,384 ⑦ －3
 あわら市 29,358 1,631 18 1,355 ⑧ －4
 勝 山 市 24,880 1,555 16 1,305 ⑩ －3
 ９ 市 計 福井12/1敦賀12/26 196    －33
 越 前 町 22,987 1,642 14 1,354 ⑨ －6
 永平寺町 19,362 1,076 18 869 ⑪ 0
 若 狭 町 15,943 996 16 814 ⑫ －2
 南越前町 10,827 773 14 668 ⑬ －4
 高 浜 町 10,843 775 14 624 ⑭ －2
 美 浜 町 10,092 721 14 613 ⑮ －2
 おおい町 8,613 615 14 493 ⑯ －2
 池 田 町 2,898 362 8 325 ⑰ －2
 ８ 町 計 若狭,池田26/11末 112    －20

福井県市町別人口・有権者・議員定数の推移
平成27年

1月１日人口
議　員
1人当り

H26/9月
議員定数Ｂ

議員１人当有権者
A／B 順位

H18末比
定員増減
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日
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伴
い
、
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震
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台
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が
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台
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し
、
そ
の
影
響
で
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地
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県
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は
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が
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を
と
る
な
ど
、
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が
必
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と
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。
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雨
は
、
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台
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と
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様
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で
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が
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で
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岸
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。
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、
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、
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月
の
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東
、
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北
の
豪
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、
今
一
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、
皆
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で
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に
つ
い
て
話
し
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っ
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う
。関東・東北豪雨に係る被害状況（９月末時点）

人的被害の状況 死者８名

河川の状況 19河川で堤防決壊

 61河川で氾濫等

土砂災害 16都県146箇所

住家被害 全壊 24棟

 半壊 12棟

 一部破損 94棟

 床上浸水 7,280棟

 床下浸水 12,035棟

鬼怒川決壊の様子鬼怒川決壊の様子
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議案第52号
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定 可決
議案第53号
個人番号カードの利用に関する条例の制定 可決
議案第54号　行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決
議案第55号
個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定 可決
諮問第２号
人権擁護委員候補者の推薦 適任
諮問第３号
人権擁護委員候補者の推薦 適任
発委第２号
議会会議規則の一部を改正する規則 可決
陳情第１号
地方財政の充実・強化を求める意見書 採択
発議第１号
安全保障法制の見直しを行なわないよう求める意見書 不採択
発議第２号
地方財政の充実・強化を求める意見書 可決

※発議第１号は賛否同数のため、議長裁決により不採択となりました。
※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等13件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（川崎直文）は採決に加わりません

第３回定例議会議案

  上坂 滝波 長谷川 朝井 酒井 江守 小畑 上田 金元 樂間 齋藤 伊藤 奥野 中村 川治 長岡 多田
 議案第49号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第52号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第53号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第55号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 発議第１号 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ー × × × × × ○ ○

　平成27年第３回永平寺町議会定例会は、８月31日（月）～９月16日（水）まで17日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
　なお、永平寺町人権擁護委員候補者として、永平寺町下浄法寺　茶谷重敏氏、永平寺町石上　南部眞理子氏の
推薦を適任としました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　川崎　直文

報告第３号
平成26年度財政健全化判断比率等の報告 報告
承認第７号
平成27年度一般会計補正予算の専決処分の承認 承認
承認第８号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認 承認
承認第９号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認 承認
議案第47号 付託
平成26年度一般会計及び特別会計の決算認定 （審議中）
議案第48号 付託
平成26年度上水道事業会計の決算認定 （審議中）
議案第49号
平成27年度一般会計補正予算 可決
議案第50号
平成27年度介護保険特別会計補正予算 可決
議案第51号
平成27年度下水道事業特別会計補正予算 可決

国
民
的
合
意
の
な
い
ま
ま
に

安
全
保
障
法
制
の
見
直
し
を

行
わ
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

国
民
的
合
意
の
な
い
ま
ま
に

安
全
保
障
法
制
の
見
直
し
を

行
わ
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
１
号

発
議
第
１
号

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
２
号

発
議
第
２
号

  

滝
波
登
喜
男
・
上
田

　
　
誠

  

多
田

　
憲
治
・
小
畑

　
　
傅

  

長
岡
千
惠
子
・
金
元

　
直
栄

　終
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
、

改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
受
け
継
ぐ
必

要
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
安
倍
首
相

は
安
保
関
連
法
案
を
強
行
採
決
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
多
く
の
若
者
が
国

会
周
辺
で
「
強
行
採
決
反
対
」
と
叫

ん
で
い
る
が
、
首
相
は
「
選
挙
で
選

ば
れ
た
議
員
で
審
議
を
深
め
決
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
国
会
答
弁
し
て

い
る
。
民
意
無
視
の
採
決
、
国
民
不

在
の
政
治
に
対
し
地
方
議
会
が
声
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
意
見
書

を
国
会
へ
届
け
る
た
め
、
議
員
各
位

の
賛
同
を
お
願
い
し
た
い
。

　

…
…

賛
否
同
数
と
な
り

　
　
　
　
議
長
裁
決
に
よ
り
不
採
択

  

中
村
勘
太
郎
・
江
守

　
　
勲

  

奥
野

　
正
司
・
斎
藤

　
則
男

  

伊
藤

　
博
夫

　必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
財
政
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
国
の
役
割
で
あ
る
。
地
方
財
政

の
検
討
は
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に

見
積
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社

会
保
障
予
算
の
充
実
、
地
方
財
政
の

確
立
を
め
ざ
す
。

　
　
　
　
　

…
…

全
員
一
致
で
採
択

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　固
定
資
産
税
錯
誤
に
伴
う
還
付
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
業
者
が
企
業
進
出
し
た
際
、
町
か
ら
多
大
な
支

援
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
こ
と
で
腑
に
落

ち
な
い
部
分
も
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
江
守

　
　
勲

　論
点
に
な
っ
て
い
る
課
税
加
算
金
の
返
金
に
つ
い

て
は
、
課
税
と
い
う
絶
大
な
公
権
力
の
行
使
で
あ

り
、
課
税
す
る
側
に
重
大
な
過
失
が
あ
る
。
今
回
、

相
手
側
に
も
過
失
が
あ
る
と
認
め
て
お
り
、
お
互
い

に
協
議
し
た
結
果
の
過
失
割
合
で
あ
り
妥
当
で
あ
る

と
判
断
し
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
金
元

　
直
栄

　本
補
正
予
算
案
に
は
、
第
一
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
各
自
治
体
任
せ
。
中

小
企
業
で
は
準
備
も
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
の
に
、

強
引
に
進
め
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
二

は
、
開
発
当
時
に
は
旧
永
平
寺
町
が
随
分
と
便
宜
を

図
っ
て
安
く
土
地
を
世
話
し
た
の
に
、
そ
れ
を
逆
手

に
取
っ
た
固
定
資
産
税
の
返
還
請
求
へ
の
支
出
は
認

め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
奥
野

　
正
司

　議
案
49
号
補
正
予
算
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

事
業
費
や
合
併
10
周
年
記
念
事
業
費
、
ふ
る
さ
と
創

造
拠
点
用
地
工
事
費
、
町
税
償
還
金
等
が
計
上
さ

れ
、
い
ず
れ
も
町
施
策
遂
行
上
必
要
。
町
税
償
還
も

議
案
第
49
号

議
案
第
49
号

平
成
27
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
27
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

課
税
の
公
権
力
行
使
に
誤
用
が
あ
り
や
む
な

し
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
も
徴
税
の
透
明

性
・
公
平
性
確
保
に
資
す
る
も
の
で
必
要
な
情

報
漏
洩
防
止
措
置
を
取
る
こ
と
を
要
請
し
賛

成
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
上
田

　
　
誠

　個
人
番
号
制
度
は
銀
行
口
座
等
の
財
産
や
職

歴
、
病
歴
等
の
重
要
な
情
報
ま
で
全
て
を
一
括

管
理
し
、
日
常
生
活
で
の
使
用
ま
で
拡
大
し
重

要
度
と
危
険
性
は
増
し
、
情
報
流
出
や
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
が
免
れ
な
い
。
開
始
が
来
年
１
月

に
迫
る
中
、
未
解
決
、
未
対
応
の
ま
ま
見
切
発

車
に
対
し
、
住
民
生
活
の
安
全
を
守
る
立
場
か

ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
江
守

　
　
勲

　本
町
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利
用
範
囲
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
一
機
関
内
で

の
情
報
連
携
を
可
能
と
し
、
町
民
の
利
便
性
と

行
政
の
事
務
効
率
の
向
上
を
図
る
も
の
で
、
情

報
連
携
の
範
囲
も
当
面
は
最
低
限
度
の
連
携
に

と
ど
め
る
と
し
て
い
る
事
か
ら
こ
れ
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
金
元

　
直
栄

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が
こ
の
10
月
か
ら
始

ま
る
と
い
う
が
、
年
金
情
報
の
流
出
が
示
す
通

り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
自
治
体
任
せ
に
な
っ
て

差
が
あ
る
。
ま
た
、
一
般
企
業
で
の
家
族
の
ナ

ン
バ
ー
管
理
や
、
銀
行
、
買
い
物
を
含
め
利
用

拡
大
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問

題
は
危
う
く
な
る
。
住
民
基
本
番
号
と
は
当
分

二
重
番
号
に
な
る
し
、
こ
の
導
入
は
何
だ
っ
た

の
か
の
総
括
も
な
い
。

　こ
れ
ら
４
件
の
条
例
制
定
は
、
文
言
で
利
用

を
制
限
す
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
、
意
図
を

持
っ
て
悪
用
す
る
者
に
対
し
て
は
全
く
無
防
備

で
あ
り
、
こ
の
番
号
で
一
部
の
金
持
ち
以
外
の

住
民
の
全
財
産
や
健
康
も
含
め
た
情
報
を
管
理

し
よ
う
と
い
う
や
り
方
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
長
岡
千
惠
子

　議
案
第
52
号
か
ら
55
号
ま
で
の
４
議
案
を
通

し
て
10
月
５
日
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
交
付
さ

れ
、
来
年
１
月
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
る
。
行

政
の
利
用
範
囲
や
住
民
へ
の
周
知
、
個
人
情
報

の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
に
も
条
例
の
制
定

が
不
可
欠
と
考
え
る
。
よ
っ
て
４
議
案
に
賛
成

と
す
る
。

議
案
第
52
号

議
案
第
52
号

議
案
第
53
号

議
案
第
53
号

議
案
第
54
号

議
案
第
54
号

議
案
第
55
号

議
案
第
55
号

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

　
　
　
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

　
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

　
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

　
　
　
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

　
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

　
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定

12月定例会12月定例会（予定）

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、３階議場傍聴席にお越しください。
○車椅子でお越しの方は、事務局までご連絡ください。（61-3950）

１２月 １日 （火） １０時～  ［本会議］
１２月 ７日 （月）  ８日（火） ９日（水）１０時～ ［一般質問］
１２月 １０日 （木） ９時～  ［予算決算常任委員会］
 １２月 １５日 （火） １０時～ 【予備日】16日（水） ［本会議］

生中継傍聴にお越しください
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◆
総
務
課

問

　・
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
主
旨
や
内

　
　
　容
は
。

　
　・
10
年
間
の
検
証
を
す
べ
き
。

　
　・
事
業
費
用
７
０
０
万
円
は
多
額
で
な

　
　
　い
か
。

答

　・
合
併
10
年
経
過
し
、
一
定
の
成
果
が

　
　
　あ
っ
た
が
、
今
後
の
交
流
や
一
体
化

　
　
　を
目
指
し
一
致
団
結
し
た
飛
躍
の
節

　
　
　目
の
10
年
と
し
、
主
旨
を
Ｐ
Ｒ
し
て

　
　
　い
く
。

　
　・
他
市
町
も
同
様
、
そ
れ
以
上
の
所
も

　
　
　あ
る
。
主
な
も
の
に
講
演
１
３
０
万

　
　
　円
、
和
太
鼓
90
万
円
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

　
　
　30
万
円
、企
画
運
営
２
０
０
万
円
他
。

◆
税
務
課

問

　・
今
回
の
固
定
資
産
税
の
還
付
は
は
じ

　
　
　め
合
意
し
た
５
年
分
で
良
か
っ
た
の

　
　
　で
は
な
い
か
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

　
　・
過
去
の
町
の
便
宜
を
考
え
て
も
、
ま

　
　
　た
今
ま
で
の
経
過
か
ら
考
え
る
と
20

　
　
　年
分
の
返
還
に
は
問
題
が
あ
る
。

　
　・
今
議
会
で
の
予
算
執
行
は
や
め
る
べ

　
　
　き
で
な
い
か
。

答

　・
税
法
に
基
づ
き
過
去
５
か
年
分
の
過

　
　
　納
金
を
還
付
し
た
が
、
そ
の
後

　判

　
　
　例
に
基
づ
く
20
年
分
の
返
還
を
求
め

　
　
　ら
れ
弁
護
士
と
相
談
の
う
え
納
税
者

　
　
　側
の
過
失
を
相
殺
し
過
納
金
の
６
割

　
　
　を
返
還
す
る
こ
と
と
し
た
。

◆
住
民
生
活
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入
に
際
し
て
問
題

　
　は
多
い
。
ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の

　
　町
や
中
小
企
業
の
対
応
の
遅
れ
は
。

答

　国
の
法
で
決
ま
っ
た
こ
と
な
の
で
、
日

　
　程
に
準
じ
て
進
め
て
い
く
。
当
町
と
し

　
　て
二
重
三
重
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

　
　行
っ
て
万
全
な
対
応
を
す
る
。

◆
消
防
本
部

問

　集
落
消
防
施
設
整
備
補
助
（
消
火
栓
用

　
　ホ
ー
ス
、
筒
先
等
）
の
２
分
の
１
は
少

　
　な
す
ぎ
る
。
自
主
防
災
の
個
人
的
な
物

　
　（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
）
に
は
８
割
も
あ
る

　
　の
に
集
落
全
体
の
公
共
性
備
品
が
５
割

　
　で
は
お
か
し
い
、
検
討
を
す
べ
き
。

答

　合
併
以
前

　
　は
各
々
の

　
　町
村
で
補

　
　助
内
容
は

　
　違
っ
て
い

　
　た
。
平
成

　
　22
年
よ
り

　
　今
の
規
定

　
　で
運
用
し

　
　て
い
る
。

　
　検
証
検
討

　
　し
て
対
応

　
　を
考
え
て

　
　い
る
。

委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

旧織物会館跡地

【主な項目】

【９月専決】

合併10周年記念事業合併10周年記念事業合併10周年記念事業

（全ておおよその金額です）

（総額２億5000万円）

（還付総額563万円）

（松中ソフト、永中、上志比中吹奏楽）

（マイナンバー制度対策）

ふるさと創造プロジェクトふるさと創造プロジェクトふるさと創造プロジェクト 万
円
万
円
万万万万万
円円円円1,2001,200

（土地造成工事）

個人番号カード交付事業個人番号カード交付事業個人番号カード交付事業 万
円
万
円円
万万万万万
円円円円775775

固定資産税、誤課税還付費固定資産税、誤課税還付費固定資産税、誤課税還付費 万
円
万
円
万万万万万
円円円円円330330

セキュリティ対策費セキュリティ対策費セキュリティ対策費 万
円
万
円

（全ておおよその金額です）

万万万万万
円円円円2,0002,000

全国大会等、参加補助
（松中ソフト、永中、上志比中吹奏楽）
全国大会等、参加補助全国大会等、参加補助 万

円
万
円
万万万万万
円円円円295295

万
円
万
円
万万万万万
円円円円700700

総額
一般会計９月補正予算

万
円
万
円

総額

万万万万万
円4千1814千181

　当委員会に付託された議
案第49号「一般会計補正予
算」から51号「下水道事業
特別会計補正予算」の３件
について９月10日に慎重に
審議した。一般会計で固定
資産税の課税誤りによる還
付の自由討議の要求もあっ
たが賛成多数にて可決、他
議案は賛成全員にて可決し
た。主な質疑応答は下記の
とおりです。

主
な
質
疑
応
答

全国大会に出場する上志比中学校吹奏楽部（10月３日撮影）

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告
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　産
業
建
設
常
任
委
員
会

　委
員
長

　朝
井
征
一
郎

　今
回
は
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
本
定
例
議
会
で
の
付
託
議
案
は
な
し
、
行

政
と
の
協
議
事
項
。

一
、
永
平
寺
町
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
の
中
で
、
ま
ち
の

　
　活
性
化
対
策
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
た
取
り
組
み
な
ど
、
企
業
誘
致
、
観
光

　
　振
興
政
策
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

二
、
空
き
家
、
空
き
店
舗
利
活
用
で
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
Ｕ
・
Ｉ
タ―

ン
者
空
き
家
住
ま

　
　い
支
援
事
業
、
住
ま
い
る
定
住
応
援
事
業
助
成
金
を
し
て
い
る
。

三
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
避
難
場
所
な
ど
の
観
点
か
ら
、
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
、
自
主
防

　
　災
組
織
連
絡
協
議
会
の
組
織
確
立
し
、
地
区
リ
ー
ダ
ー
等
育
成
・
充
実
強
化
を
進
め
て
い

　
　く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
民
生
常
任
委
員
会

　委
員
長

　滝
波
登
喜
男

　本
委
員
会
は
、
９
月
14
日
委
員
５
名
（
欠
席
１
名
）
出
席
の
も
と
開
会
し
た
。

　協
議
事
項
は
、
議
案
第
53
号
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例
制
定
と
議
案
第
54
号

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
２
つ
で
あ
っ
た
。

　両
方
と
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
条
例
で
、
委
員
か
ら
は
、

・
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
い
広
報
や
チ
ラ
シ
に
。

・
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
個
別
の
対
応
を
。

・
家
庭
の
事
情
で
通
知
カ
ー
ド
が
手
元
に
渡
ら
な
い
場
合
の
対
応
も
し
っ
か
り
と
。

　こ
れ
ら
の
指
摘
を
十
分
留
意
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
付
し
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

付
託
案
件
の
２
件
は
委
員
長
裁
定
で
可
決

付
託
案
件
の
条
例
制
定
２
案
・

　
　
　陳
情
第
１
号
１
案

　全
審
議
成
る

地
元
大
学
と
の
連
携
し
て
若
者
定
住
の
町
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　総
務
常
任
委
員
会

　委
員
長

　中
村
勘
太
郎

　本
委
員
会
は
９
月
11
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
し
、
総
務
関
係
の
今
議

会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た
３
案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

　

議
案
第
52
号

　永
平
寺
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

　
　
　
　
　
　す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
55
号

　永
平
寺
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
　
　
　
　
　定
に
つ
い
て

陳
情
第
１
号

　地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て

《
主
な
意
見
》

① 

永
平
寺
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

　制
定
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
、
来
る
10
月
５
日
か
ら
開
始
さ

　れ
、
来
年
１
月
１
日
か
ら
利
用
が
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、
本
町
に
お
け
る
個

　人
番
号
の
利
用
範
囲
に
つ
い
て
規
定
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
、
特
定

　個
人
情
報
の
厳
格
な
管
理
と
、
町
独
自
の
利
活
用
を
実
施
す
る
規
定
と
な
っ

　て
お
り
、
町
民
の
利
便
性
と
行
政
の
事
務
効
率
の
向
上
を
図
る
条
例
の
制
定

　で
あ
る
。

② 

永
平
寺
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
は
、
番
号
法
に
基
づ
く
個
人
番

　号
を
含
む
個
人
情
報
は
、
「
特
定
個
人
情
報
」
と
呼
ば
れ
、
従
来
の
個
人
情

　報
に
比
べ
、
非
常
に
高
度
な
個
人
識
別
機
能
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

　こ
と
か
ら
、
町
は
特
定
個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳

　格
な
保
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
条
例
の
一
部
改

　正
で
あ
る
。

③ 

今
回
の
陳
情
は
、
次
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財
政
の
検
討
に
当
た
っ
て
歳

　入
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
社
会
保
障
予
算
の
充
実
、
地
方
財
政
の
確
立

　を
目
指
す
た
め
、
政
府
に
求
め
る
意
見
書
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…

採
決
の
結
果
、
委
員
会
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
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一般質問
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長岡千惠子議員

問 高齢者と障がい者が
　　　　　 在宅で暮らすには

答 人の目が届くような体制づくり

16名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一般質問一般質問

９月
定例会
９月
定例会

問　
平
成
29
年
介
護
保
険

の
改
正
に
伴
い
、
高
齢
者
の

一
人
暮
ら
し
や
老
老
世
帯
だ

け
で
な
く
、
家
族
が
同
居
し

て
い
て
も
家
族
介
護
は
難
し

い
。
町
と
し
て
の
対
応
は
。

福
祉
保
健
課
長　

全
て
の
方

を
網
羅
し
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
模

索
中
。

問　
誰
か
の
目
が
届
く
よ
う

な
体
制
が
必
要
で
は
。

福
祉
保
健
課
長　

健
康
な
人

も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
人
も
利
用
で
き
る
、
人

の
目
が
届
く
介
護
予
防
拠
点

施
設
的
な
施
設
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問　
障
が
い
者
に
向
け
て
は

ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

宅
老
所
的

な
施
設
と
同
様
障
が
い
者
向

け
の
施
設
に
つ
い
て
も
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問　
在
宅
福
祉
の
広
が
り
は

民
間
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は

な
に
も
で
き
な
い
。
県
や
市

町
が
積
極
的
に
力
を
注
ぐ
べ

き
で
は
。

米子市：まちくら宅老所

福
祉
保
健
課
長　

平
成
28
年

度
開
設
を
目
途
に
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能

の
施
設
の
募
集
を
９
月
か
ら

始
め
る
。

問　
行
政
で
取
り
組
め
な
い

事
業
を
代
わ
っ
て
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
総
合
商
社
を
立
ち
上

げ
て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長　

ま
ち
づ
く

り
株
式
会
社
の
設
立
に
向

け
、
規
模
や
形
態
に
つ
い

て
、
金
融
機
関
や
各
種
団
体

を
巻
き
込
み
な
が
ら
事
業
計

画
を
検
討
し
た
い
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
会
社
は

成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
解
散
し
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

難
し
い
仕
組
み
も
あ
る
。
調

査
研
究
を
し
っ
か
り
し
て
、

永
平
寺
町
に
と
っ
て
必
要
で

あ
れ
ば
、
皆
様
と
相
談
し
て

進
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立
を

設
立
に
向
け
事
業
計
画
を
検
討

問答

議会・各委員会の議員出欠状況　　○…出席　×…欠席　△…遅刻・早退　－…員外　傍…傍聴　弔…弔事　研…研修

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
２０１5年10月23日（金）～10月27日（火）地デジ121ch地デジ121ch

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

00

50
00

45
00

10
00

27
00

41
00

17

10月23日（金）

開会

文字告知放送
一般質問(１日目①）
長岡千惠子議員　齋藤則男議員
中村勘太郎議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
中村勘太郎議員
長谷川治人議員
川治孝行議員

文字告知放送
一般質問(１日目③）
上坂久則議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問(2日目①）
江守勲議員　小畑傳議員
朝井征一郎議員
文字告知放送
一般質問(2日目②）
朝井征一郎議員
奥野正司議員
文字告知放送

00

08
00

15
00

22
00

21
00

35
00

50
00

45

10月24日（土）
一般質問(２日目③）
金元直栄議員
滝波登喜男議員

文字告知放送
一般質問(３日目）
上田誠議員
伊藤博夫議員
樂間薫議員

文字告知放送
予算決算常任委員会①

文字告知放送
予算決算常任委員会②

文字告知放送
本会議

文字告知放送
開会

文字告知放送
一般質問(１日目①）
長岡千惠子議員　齋藤則男議員
中村勘太郎議員
文字告知放送

00

10
00

27
00

41
00

17
00

08
00

15

10月25日（日）

一般質問(１日目②）
中村勘太郎議員
長谷川治人議員
川治孝行議員

文字告知放送
一般質問(１日目③）
上坂久則議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問(2日目①）
江守勲議員　小畑傳議員
朝井征一郎議員
文字告知放送
一般質問(2日目②）
朝井征一郎議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問(２日目③）
金元直栄議員
滝波登喜男議員

文字告知放送
一般質問(３日目）
上田誠議員
伊藤博夫議員
樂間薫議員

文字告知放送

00

22
00

21
00

35
00

50
00

45
00

10
00

27

10月26日（月）
予算決算常任委員会①

文字告知放送
予算決算常任委員会②

文字告知放送
本会議

文字告知放送
開会

文字告知放送
一般質問(１日目①）
長岡千惠子議員　齋藤則男議員
中村勘太郎議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
中村勘太郎議員
長谷川治人議員
川治孝行議員

文字告知放送
一般質問(１日目③）
上坂久則議員
多田憲治議員
文字告知放送

00

41
00

17
00

08
00

15
00

22
00

21
00

35

10月27日（火）
一般質問(2日目①）
江守勲議員　小畑傳議員
朝井征一郎議員
文字告知放送
一般質問(2日目②）
朝井征一郎議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問(２日目③）
金元直栄議員
滝波登喜男議員

文字告知放送
一般質問(３日目）
上田誠議員
伊藤博夫議員
樂間薫議員

文字告知放送
予算決算常任委員会①

文字告知放送
予算決算常任委員会②

文字告知放送
本会議

文字告知放送

時

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

時
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問 行政が主体で取り組むまちづくり

答 町政報告会等で住民に理解を

中村勘太郎議員

長谷川治人議員

問 なくせない課題「いじめ」

答 感謝と思いやりの心今後も実践で

問 公共施設の再編計画、
　　　　　　　 その基本方針は

答 最適な状態で利活用、
　　維持管理することを目的に再編

齋 藤  則 男 議員

を
強
化
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
旧
上
志
比
小
学
校
体
育

館
の
再
利
用
」「
協
議
会
等
へ

の
補
助
金
の
あ
り
方
」「
監

査
体
制
の
強
化
」

必
要
な
の
か
ど
う
か
、
合
併

し
て
10
年
、
永
平
寺
町
に
と

っ
て
必
要
な
福
祉
・
文
化
・

教
育
・
体
育
・
防
災
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
あ
り
方
、

必
要
な
設
置
数
等
々
な
ど
を

十
分
に
検
討
し
、
将
来
の
お

荷
物
、
財
政
圧
迫
と
な
ら
な

い
よ
う
な
思
い
切
っ
た
再
編

を
。

財
政
課
長　

今
だ
け
の
当
面

の
話
だ
け
で
は
な
く
、
将
来

を
見
据
え
た
形
で
の
計
画
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
申
し
上
げ
た
57
施

設
の
約
50
％
が
築
30
年
を
超

え
て
い
る
。
こ
れ
が
10
年
後

に
は
65
％
、
20
年
後
に
は
95

％
が
30
年
を
超
え
る
と
い
う

よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

問　
こ
の
ま
ま
現
状
の
と
お

り
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
維
持

し
て
い
く
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
財
政
負
担
は
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

財
政
課
長　

公
共
施
設
に
お

け
る
維
持
管
理
経
費
、
学
校

や
幼
児
園
等
々
も
含
め
た
１

１
５
施
設
全
体
で
は
、
６
億

１
５
３
７
万
円
（
26
年
度
決

算
の
数
値
）
で
あ
る
。

問　
地
域
に
と
っ
て
本
当
に

問　
全
国
い
た
る
と
こ

ろ
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

大
き
な
課
題
が
あ
る
が
、
本

町
の
重
要
課
題
は
。

総
合
政
策
課
長　

ま
ず
、
少

子
高
齢
化
の
対
策
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
も
、
観
光
の

ま
ち
と
し
て
の
期
待
、
商
工

業
の
振
興
、
企
業
誘
致
も
含

め
た
賑
わ
う
町
へ
の
ニ
ー
ズ

の
高
さ
が
伺
え
、
他
の
地
域

に
自
慢
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
地
域
の
住
民
の
声
を
反

映
し
、
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
そ
の
重
要

課
題
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
、
分
か
り
や
す
く
住
民

に
示
す
べ
き
。

町
長　

地
方
創
生
の
中
に
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
盛

り
込
め
た
ら
と
思
い
、
今
年

中
に
小
学
校
区
で
、
町
政
報

告
会
を
計
画
、
更
に
、
門
前

開
発
も
全
事
業
費
約
20
数
億

円
（
本
山
、
国
、
県
、
町
）

町
単
独
事
業
で
２
億
か
ら
３

億
円
の
投
資
が
出
来
れ
ば
と

思
う
。
こ
れ
ら
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
会
話
の
機
会
を
設
け
た

い
。

の
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
く

学
校
に
も
紹
介
す
る
。
た

だ
、
本
町
で
は
30
年
来
続
い

て
い
る
礼
の
心
が
あ
る
。
感

謝
と
思
い
や
り
の
心
を
常
に

持
つ
こ
と
を
前
面
に
教
育
活

動
を
し
て
お
り
、
今
後
も
こ

の
実
践
を
子
ど
も
一
人
一
人

の
心
の
中
に
し
っ
か
り
根
づ

く
よ
う
に
頑
張
る
。

問　
岩
手
県
の
中
２
年
男
子

が
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
し
た

問
題
で
、
足
立
区
辰
沼
小
学

校
は
「
辰
沼
キ
ッ
ズ
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
」
、
長
野
県
小
原
ケ

丘
中
学
校
で
は
「
小
原
ケ
丘

憲
法
」
を
制
定
し
、
学
校
全

体
で
い
じ
め
根
絶
を
徹
底
し

て
い
る
。
生
徒
達
が
自
ら
の

実
践
で
い
じ
め
を
な
く
そ
う

と
活
動
し
て
お
り
、
成
果
が

見
ら
れ
る
。
本
町
で
も
、
前

例
の
実
践
的
な
取
り
組
み
は

一
考
と
思
う
が
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
主
体

問　
今
現
在
の
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
策
定
計
画
の
内
容

と
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

地
域
公
共
交
通

会
議
の
意
見
や
、
住
民
の
要

東古市ふれあい会館（横）ごみステーション

望
を
踏
ま
え
た
上
で
、
事
業

者
と
し
っ
か
り
、
運
行
ル
ー

ト
、
ダ
イ
ヤ
等
を
検
討
す

る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
公

【
そ
の
他
の
質
問
】「
盗
難
被
害
の（
消
火
ホ
ー
ス
筒
先
）」「
あ
い
さ
つ
の
課
題（
行
政
の
お
も
て
な
し
）」

道
の
駅
の
備
品
、こ
れ
だ
け
の

高
額
な
備
品
が
本
当
に
必
要
か

施
設
の
規
模
等
を
考
慮
し
て
決
定

問答
問　
道
の
駅
の
備
品
、
総

額
で
約
２
０
０
０
万
、
本
当

に
、
施
設
の
規
模
や
ほ
か

の
道
の
駅
等
々
、
ま
た
集

客
の
見
込
み
数
等
々
を
考
慮

し
た
も
の
か
。
な
ぜ
こ
れ
だ

け
の
高
額
な
備
品
が
必
要
な

の
か
。
ど
う
し
て
必
要
と
思

っ
た
の
か
。
少
し
で
も
節
約

す
る
気
持
ち
が
な
か
っ
た
の

か
。

建
設
課
長　

施
設
の
規
模
等

を
考
慮
し
て
決
定
し
て
い

る
。
い
ず
れ
の
備
品
も
町
に

と
っ
て
、
地
元
の
食
材
を
利

用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
を
提

供
す
る
と
い
っ
た
こ
と
、
あ

る
い
は
町
民
の
皆
様
に
憩
い

の
場
を
提
供
し
効
率
的
な
管

理
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
意
味
で
も
、
ど
う
し
て

も
必
要
な
備
品
だ
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
る
。

要
望　
予
算
の
執
行
権
は

町
で
あ
る
。
町
民
の
血
税
を

使
う
と
の
認
識
で
施
設
の
規

模
や
、
他
の
道
の
駅
、
集
客

の
見
込
み
数
等
々
を
考
え
、

必
要
性
・
利
便
性
を
十
分
に

考
慮
し
、
今
一
度
、
備
品
の

購
入
に
当
た
っ
て
は
、
町
の

共
交
通
事
業
の
運
行
に
年
額

幾
ら
の
経
費
が
か
か
り
、
住

民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

事
業
費
年
額
、

４
２
２
４
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
町
民
一
人
当
た
り
２
１

９
２
円
の
経
費
で
あ
る
。

問　
運
行
時
間
や
経
路
を
分

か
り
や
す
く
住
民
の
方
へ
理

解
を
得
る
た
め
、
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
促

進
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、

身
近
に
感
じ
る
よ
う
な
機
会

づ
く
り
を
図
る
べ
き
。

総
務
課
長　

町
民
の
方
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
も
っ
と

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

再
編
検
討
業
務
の
中
で
、
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
と
の
乗
り
継
ぎ

な
ど
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
案
内
冊
子
の
作
成
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
今
後
、
町
民
の
た
め
の

足
に
な
る
よ
う
、
満
足
度
・

不
満
足
度
等
し
っ
か
り
検
証

す
る
こ
と
が
大
事
。

総
務
課
長　

さ
ら
に
利
用
し

や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
し
て
い
く
。

問　
今
後
、
自
主
防
災
組

織
の
充
実
活
動
の
体
制
計
画

は
。

総
務
課
長　

今
後
は
３
年
～

５
年
継
続
し
て
リ
ー
ダ
ー
を

問　
各
集
落
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
皆
さ
ん
の
手
で
綺

麗
な
環
境
に
保
持
。
あ
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
他
の
ご
み

を
持
ち
込
む
も
の
が
。
更
に

収
集
日
で
な
い
と
き
も
。
道

路
沿
い
や
公
民
館
、
駅
近
く

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
多
い
。

行
政
は
、
逐
一
周
知
さ
れ
て

担
っ
て
も
ら
う
。
来
年
３
月

頃
、
新
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に

研
修
会
を
開
催
す
る
。
災

害
時
の
避
難
状
況
、
安
否
確

認
、
情
報
連
絡
な
ど
、
地
区

の
現
場
状
況
を
把
握
し
て
、

避
難
誘
導
を
確
実
に
実
施
で

き
る
よ
う
組
織
育
成
の
た
め

の
協
力
や
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー「
モ
ラ
ル
向
上
」

ル
ー
ル
違
反
に
は
、
対
応
強
化
を

問答

い
る
が
、
更
に
徹
底
を
。

住
民
生
活
課
長　

モ
ラ
ル
の

問
題
は
時
間
が
か
か
り
、
地

域
と
行
政
が
一
体
で
連
携
を

図
り
、
的
確
に
ル
ー
ル
を
守

ら
せ
る
こ
と
が
重
要
。
ル
ー

ル
違
反
に
は
指
導
書
送
付
や

警
告
看
板
な
ど
を
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
設
置
等
今
後
も
対
応

券売機

基
本
方
針
を
見
直
し
、
開
業

後
に
お
い
て
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
再
検
討
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

旧参道の再生イメージ図

自
主
防
災
組
織
の
充
実
「
活
動
体
制
は
」

組
織
育
成
に
協
力
・
支
援
を
行
う

問答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　
運
行
再
計
画
は

利
用
促
進
に
向
け
検
討
す
る

問答
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問 ミシュラングリーンガイド
　　　　 二ッ星の対応策は

答 おもてなしの心でアピールする

多 田  憲 治 議員

問 安全安心な町に
　　　　道路危険箇所について

答 設備改善を要望する

川 治  孝 行 議員

問 法律に違反しない農地転用、
　なぜか否定した農業委員会
　地方創生事業に悪影響はないのか

答 法適用の公正化、地方創生事業等を
　　　　　　鑑み法律に照らして対応

上 坂  久 則 議員

側
は
登
り
坂
で
自
動
車
が
２

台
～
３
台
待
機
す
る
に
は
非

常
に
危
険
で
あ
る
。
小
舟
渡

橋
の
よ
う
に
右
岸
側
を
拡
幅

し
た
安
全
対
策
を
。

建
設
課
長　

平
成
25
年
に
概

略
設
計
を
行
っ
た
が
、
荷
重

や
費
用
対
効
果
等
総
合
的
に

判
断
す
る
と
、
拡
幅
は
困
難

で
あ
る
。
今
後
県
道
敷
地
内

を
実
施
す
る
。

問　
冬
期
間
の
除
雪
に
伴
う

グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の
変
形
や

防
護
柵
等
の
破
損
等
、
危
険

箇
所
の
調
査
点
検
の
結
果
と

今
後
の
対
応
は
。

建
設
課
長　

除
雪
に
よ
る
破

損
個
所
は
１
２
０
箇
所
だ

が
、
補
修
は
完
了
し
た
。

問　
え
ち
鉄
と
町
道
が
交

差
す
る
遮
断
機
の
な
い
踏
切

で
は
、
雑
草
の
繁
茂
で
見
通

し
が
悪
く
危
険
な
状
態
で
あ

る
。
え
ち
鉄
の
雑
草
の
処
理

に
対
す
る
協
議
と
対
応
は
。

総
務
課
長　

え
ち
鉄
と
連
携

し
て
対
処
す
る
。

問　
浄
法
寺
橋
は
幅
員
が
狭

く
車
両
が
通
過
す
る
ま
で
、

右
岸
及
び
左
岸
で
待
機
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右

岸
側
は
、
主
要
地
方
道
勝
山

～
丸
岡
線
の
交
差
点
で
左
岸

問　
轟
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
前
の
交
差
点
で
昨
年
軽
ト

ラ
ッ
ク
と
乗
用
車
の
衝
突
事

故
、
今
年
は
人
身
死
亡
事
故

が
あ
っ
た
。
こ
の
交
差
点
は

車
お
よ
び
歩
行
者
に
は
見
通

し
の
悪
い
現
況
で
あ
る
。
改

善
策
と
今
後
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

関
係
機
関
と
現

地
確
認
を
実
施
し
た
結
果
、

注
意
を
示
す
自
発
光
の
デ
リ

ネ
ー
タ
ー
へ
の
設
備
改
善
を

行
い
、
防
護
柵
は
視
認
性

の
高
い
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ

ル
へ
の
変
更
を
要
望
す

る
。

問　
永
平
寺
町
内
で

の
、
水
難
事
故
防
止
の

啓
発
お
よ
び
溜
池
等
へ

の
侵
入
防
護
柵
設
置
状

況
と
今
後
の
対
応
は

農
林
課
長　

溜
池
は
全

町
で
27
箇
所
、
松
岡
地

区
４
ヶ
所
、
永
平
寺
地

区
16
か
所
、
上
志
比
地
区
７

か
所
あ
り
、
広
報
等
で
啓
発

問　
農
振
除
外
の
判
断
基
準

５
要
件
と
は
。

農
林
課
長　

①
当
該
土
地
の

必
要
性
、
規
模
の
範
囲

②　

営
農
や
病
害
虫
防
除
に

支
障
は
な
い
か
。
基
盤
整
備

事
業
、
農
地
流
動
化
へ
の
悪

影
響

③　

認
定
農
業
者
等
の
農
用

地
利
用
集
積
化
へ
の
悪
影
響

④　

土
地
の
保
全
管
理
上
、

問
題
発
生
危
険
上
の
有
無

⑤　

土
地
改
良
事
業
か
ら
８

年
経
過
し
て
い
る
か

問　
違
反
・
疑
義
、
問
題
等

は
あ
る
の
か
。

農
林
課
長　

５
要
件
に
照
ら

し
て
法
律
に
合
致
し
て
い

る
。

　

今
後
、
県
に
対
し
て
事
前

協
議
を
申
し
出
る
。

問　
福
井
県
で
初
め
て
大
本

山
永
平
寺
が
欧
米
で
有
名
な

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド

で
二
ッ
星
の
栄
誉
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
大
本
山
永
平
寺

の
参
拝
者
、
特
に
５
年
後
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
外

国
人
が
よ
り
多
く
訪
れ
、
自

然
豊
か
な
当
町
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
機
会
で
も
あ
る
。
町
観

光
物
産
協
会
・
門
前
観
光
協

会
は
こ
の
認
定
に
現
在
ど
の

よ
う
な
対
応
策
を
模
索
し
て

い
る
の
か
。

ま
た
、
来
年
３
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
道
の
駅
と
か
、
町
内

に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
二
ッ
星
の
エ

ン
ブ
レ
ム
ポ
ス
タ
ー
を
製
作

ま
た
、
永
平
寺
口
か
ら
走
る

バ
ス
に
マ
ー
ク
を
付
け
て
走

ら
せ
た
り
町
内
外
に
栄
誉
を

知
ら
せ
る
こ
と
も
町
の
活
性

化
策
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

外
国
人
観

光
客
へ
の
片
言
会
話
と
か
指

さ
し
シ
ー
ト
の
整
備
な
ど
、

お
も
て
な
し
向
上
に
向
け
た

研
修
会
も
開
催
し
て
い
く
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

問　
施
設
設
置
目
的
の

変
更
は
あ
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

健
康

増
進
、
余
暇
の
活
用
の

目
的
変
更
は
な
い
。
道

の
駅
設
置
も
あ
り
、
観

光
施
設
の
要
件
も
考
慮

し
た
い
。

問　
入
湯
税
が
１
８
０

万
円
、
計
画
よ
り
増
加

し
て
い
る
。
満
足
度
向

上
の
た
め
、
脱
衣
所
の

拡
大
、
料
金
減
額
（
70
歳
以

上
）
実
施
す
る
こ
と
で
町

民
に
今
以
上
の
満
足
・
喜
び

を
。

町
長　

費
用
対
効
果
を
検
討

す
る
。
料
金
に
関
し
て
は
、

健
康
増
進
目
的
に
料
金
の
減

額
は
し
な
い
で
、
補
助
を
検

討
し
た
い
。
時
期
に
関
し
て

は
、
消
費
税
の
改
定
を
考
慮

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
迫
ら
れ
る
農
家
の
選
択

肢
」

イ
タ
リ
ア
語
な
ど
８
ヶ
国
語

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
二

つ
星
の
評
価
を
生
か
し
外
国

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
教
育
の
中
立
性
」「
行
革

の
質
問
」

問　
国
が
実
施
す
る
５
年
に

一
度
の
国
勢
調
査
は
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
構
想
図
、
特

に
財
政
面
で
交
付
税
算
入
の

基
礎
で
あ
る
こ
と
は
承
知
と

思
う
が
、
前
回
実
施
の
住
民

票
人
口
と
国
勢
調
査
人
口
の

差
は
。

総
務
課
長　

住
民
票
人
口
１

万
９
９
７
８
名
、
国
勢
調
査

の
人
口
数
は
外
国
人
ま
た
、

住
民
票
登
録
に
関
係
な
く
２

万
６
４
７
名
。

問　
こ
の
差
約
６
７
０
人

が
、
年
々
で
交
付
税
算
定
計

算
は
変
わ
る
が
、
一
人
15
万

円
の
場
合
、約
１
億
円
の
交

付
税
が
次
の
５
年
間
確
保
さ

れ
る
。
今
回
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
回

答
と
新
た
な
手
法
だ

が
、
人
調
査
員
の
意

識
改
革
を
。

総
務
課
長　

調
査
の

趣
旨
も
含
め
調
査
員

の
方
に
は
説
明
会
を

通
じ
対
応
し
て
い

る
。

国勢調査調査票

轟交差点

で
の
待
避
所
を
設
置
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
永
平
寺
町
内
の
鳥
獣
害

防
護
柵
の
不
備
な
箇
所
数
と

危
険
表
示
の
不
備
な
箇
所
数

の
調
査
結
果
と
自
作
電
気
柵

の
有
無
は
。

農
林
課
長　

 

町
内
の
電
気

柵
は
12
ボ
ル
ト
の
バ
ッ
テ
リ

ー
で
夜
間
だ
け
通
電
し
て
い

る
。
表
示
板
は
ゲ
ー
ト
付
近

に
設
置
し
て
い
る
が
、
他
の

箇
所
の
表
示
板
の
間
隔
は
さ

ま
ざ
ま
な
状
態
で
あ
る
。
ま

た
、
自
作
電
気
柵
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

「
禅
の
里
温
泉
」の
料
金
の

　
　

  

減
額
、施
設
の
拡
充
を

減
額
せ
ず
補
助
を
検
討

問答

禅の里温泉

し
て
、
指
定
管
理
と
対
策
・

検
討
す
る
。

人
観
光
客
の
対
応
を
先
進
地

取
り
組
み
等
を
参
考
に
、
二

ッ
星
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
対

応
を
考
え
て
い
く
。

町
民
へ
の
国
勢
調
査
の
意
識
改
革
を

調
査
の
趣
旨
も
含
め
調
査
員
説
明
を
実
施

問答
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小 畑  　 傅 議員

問

答

安心・安全なくらしづくりを

自助・共助・公助を基本に

問 空き店舗、空き家の
　　　概観調査、立入調査を

答「空き家対策特別措置法」に
　　　　　　　　 基づいて行う

朝井征一郎議員

問

答 毎日の挨拶運動と、接遇研修の実施

江 守 　  勲 議員

明るい職場づくりのための職員研修を

機
関
で
は
ど
う
な
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

既
に
取
り

組
み
実
施
し
て
い
る
。

上
・
永
支
所
長　

取
り
組
ん

で
い
る
。

消
防
長　

毎
朝
、
挨
拶
の
基

本
用
語
を
呼
称
し
て
い
る
。

教
育
長　

今
、
毎
日
唱
和
を

行
っ
て
い
る
。

問　
各
課
で
の
取
り
組
み
状

況
を
聞
い
た
が
、
今
後
の
課

題
と
対
策
は
。

総
務
課
長　

職
員
が
自
分
の

課
の
職
務
内
容
を
よ
く
把
握

し
、
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
し
っ
か
り
出
来
る

職
員
の
育
成
が
大
事
と
考
え

る
。

町
長　

挨
拶
運
動
が
自
発
的

に
広
ま
っ
て
い
る
の
は
喜
ぶ

べ
き
こ
と
で
、
11
月
の
接
遇

研
修
を
受
け
、
行
政
の
プ
ロ

と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
知

識
を
持
っ
た
接
遇
が
大
切
だ

と
思
う
。

問　
11
月
に
接
遇
研
修
を
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
ま
で

に
何
回
行
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

接
遇
研
修
は
、

合
併
後
、
今
回
が
初
め
て
と

な
る
。

問　
接
遇
研
修
は
初
め
て
と

の
こ
と
だ
が
、
窓
口
で
の
接

遇
を
ど
う
心
掛
け
る
の
か
。

町
長　

窓
口
の
住
民
生
活

課
・
税
務
課
・
福
祉
保
健
課

の
提
案
に
よ
り
、
各
課
へ
挨

拶
運
動
の
輪
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
広
が
っ

て
い
る
か
は
把
握
し
て
い
な

い
。

問　
本
庁
で
は
広
が
り
を
み

せ
て
い
る
が
、
支
所
や
出
先

問　
災
害
と
は
襲
い
か
か
る

災
い
の
こ
と
で
、
特
に
地
震

は
災
い
を
減
ら
す
減
災
で
あ

り
地
震
の
予
知
情
報
収
集
・

情
報
発
信
は
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
の
対
策
は
。

総
務
課
長　

現
在
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
緊
急
地
震
速
報
な
ど

人
工
衛
星
を
用
い
て
、
国
か

ら
防
災
行
政
無
線
等
を
自
動

起
動
し
テ
レ
ビ
等
で
瞬
時
に

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
っ

て
い
る
。
災
害
時
の
被
害
を

利
活
用
策
、
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
―
ン
者
の

支
援
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
課

題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
地

域
実
情
を
考
慮
し
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
空
き
家
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
解
体
に
悩
む

使
用
者
に
対
し
て
解
体
費

用
、
修
繕
費
を
、
一
部
助
成

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の

見
直
し
を
、
町
の
将
来
像
を

示
し
な
が
ら
、
定
住
促
進
な

ど
の
目
的
実
現
に
向
け
て
、

空
き
店
舗
の
利
活
用
ビ
ジ
ョ

ン
の
検
討
を
。

建
設
課
長　

空
き
家
の
利
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
に

当
た
っ
て
は
今
回
の
調
査
で

把
握
し
た
空
き
家
の
数
、
実

態
、
分
布
状
況
、
空
き
家
の

空き家

問　
地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
地
元
の
住
民
が
飲
ん
だ

り
食
べ
た
り
、
憩
い
の
場
、

高
齢
者
、
学
生
、
若
い
世
代

の
人
も
気
軽
に
入
れ
て
、
交

流
を
深
め
る
施
設
を
。
単
な

る
展
示
場
に
な
ら
な
い

よ
う
に
検
討
を
。

総
合
政
策
課
長　

こ
の

施
設
は
、
県
の
補
助
事

業
で
あ
り
、
県
と
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
。
禅
と
食
と
酒
を
中

心
と
し
た
永
平
寺
町
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
、
交
流
人
口
を
拡
大

す
る
事
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

町
内
の
、
老
若
男
女
、
幅

広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
に
気

軽
に
自
由
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
施
設
に
し
た
い
。

最
小
化
し
迅
速
な
回
復
を
図

る
た
め
、
家
族
・
地
域
・
企

業
・
団
体
な
ど
が
日
常
的
に

減
災
の
た
め
の
行
動
を
取
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
考
え

る
。

問　
学
校
施
設
の
耐
震
補
強

は
ほ
ぼ
終
了
し
た
が
、
照
明

器
具
や
窓
ガ
ラ
ス
の
落
下
・

飛
散
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

長
期
保
全

再
生
計
画
に
基
づ
き
、
外
壁

内
装
工
事
を
考
え
て
い
る
。

そ
れ
に
併
せ
て
落
下
防
止
を

進
め
た
い
。

子
育
て
支
援
課
長　

幼
児
園

内
は
落
下
し
な
い
備
え
付
け

に
な
っ
て
い
る
。
窓
ガ
ラ
ス

も
中
の
綱
が
入
っ
て
お
り
大

丈
夫
と
考
え
る
。

問　
平
成
30
年
９
月
29
日

か
ら
10
月
９
日
ま
で
11
日
間

の
日
程
で
開
催
す
る
こ
と
が

正
式
決
定
し
、
伴
せ
て
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

も
決
定
し
た
。
町
に
お
い
て

も
準
備
委
員
会
か
ら
実
行
委

員
会
へ
移
行
し
て
国
体
モ
ー

要
望
や
苦
情
等
の

　
　
　
　
　

 

対
応
体
制
は

各
課
で
協
議
し
、

　
　

 

至
急
取
り
か
か
れ
る
体
制

問答
問　
窓
口
で
の
苦
情
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　

窓
口
業
務

で
の
苦
情
は
聞
い
て
い
な
い

が
、
ゴ
ミ
や
公
害
に
つ
い
て

の
苦
情
は
多
く
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
職
員
が
迅
速
に
現
場

確
認
を
し
、
原
因
等
の
除
去

が
出
来
る
物
は
速
や
か
に
対

応
し
て
い
る
。

問　
年
間
の
要
望
が
５
６
０

件
に
増
え
、
地
元
負
担
金
も

ゼ
ロ
と
聞
く
が
財
政
が
厳
し

い
今
、
少
し
で
も
負
担
金
は

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
課
長　

要
望
の
中
に
は

個
人
的
な
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
、
今
す
ぐ

受
益
者
負
担
金
の
割
合
や
金

額
と
い
う
話
で
は
な
い
が
、

今
後
、
十
分
検
討
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
時
期
に
来
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

禅
と
食
と
酒
の
施
設
を

 

住
民
の
交
流
を
深
め
る
場
に

憩
い
の
場
・
交
流
拠
点
に
す
る

問答
国
体
準
備
の
進
歩
状
況
は

国
体
開
催
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る

問答

ド
に
入
っ
て
い
く
と
思
う
。

国
体
会
場
は
既
存
の
施
設
を

利
用
す
る
た
め
町
民
の
目
に

見
え
て
こ
な
い
が
、
松
岡
中

学
校
の
武
道
場
（
サ
ブ
体
育

館
）
の
設
計
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

学
校
教
育
課
長　

国
体
開
催

時
に
ア
ッ
プ
会
場
と
な
る
武

道
場
、
ほ
ぼ
設
計
が
終
わ
り

議
会
に
示
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
建
設
に
か
か
る
補
助

金
は
申
請
中
で
、
予
算
が
付

く
か
ど
う
か
未
確
定
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
建
設
を

決
め
た
い
。

問　
開
催
種
目
、
会
場
か
ら

ほ
ぼ
松
岡
地
区
に
集
中
し
て

い
る
。
全
町
的
な
盛
り
上
げ

が
課
題
と
思
う
が
、
い
か
に

対
応
す
る
の
か
。

町
長　

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ

る
の
は
大
切
で
、
き
て
良
か

っ
た
国
体
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
「
え
い
坊
く
ん
」

を
絡
め
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・
ス

テ
ッ
カ
ー
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

作
っ
た
り
、
国
体
の
特
集
を

載
せ
た
広
報
誌
や
、
国
体
に

出
場
し
た
町
民
の
方
の
紹
介

な
ど
を
や
り
た
い
。
国
体
に

向
け
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
提
案

を
し
て
い
き
た
い
。

懸垂幕

職員のあいさつ運動

旧織物会館
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問 大学・大学生が
　　　　自由に利用できる場を

答 拠点提供を検討したい

金 元  直 栄 議員

問 公民館の目指すところは

答 仲間づくりの応援

滝波登喜男議員

奥 野  正 司 議員

問

答

生かせ、学園都市のポテンシャル

学園の町の特色を地方創生の柱に

で
は
１
日
５
７
０
０
人
、
年

間
約
１
０
０
万
人
以
上
の
交

流
人
口
が
見
込
め
る
地
域
。

大
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
公

共
交
通
の
充
実
、
大
学
周
辺

の
商
業
店
舗
、
若
者
が
集
え

る
施
設
の
整
備
ニ
ー
ズ
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。
本
町
経
済

へ
の
消
費
額
ベ
ー
ス
で
の
効

果
は
未
算
定
で
あ
る
。

問　
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
町
内
居
住
者
の
６
割
近

く
が
住
み
続
け
る
こ
と
に
否

定
的
、
将
来
希
望
の
職
場
が

町
内
に
あ
っ
て
も
３
分
の
２

の
学
生
が
住
み
た
く
な
い
と

回
答
。
こ
れ
で
は
町
民
が
町

外
・
県
外
へ
進
学
・
就
職
し

た
ら
戻
ら
な
い
。
子
ど
も
た

ち
が
県
外
へ
出
て
も
Ｕ
タ
ー

ン
す
る
町
に
す
る
た
め
に
、

現
在
居
住
し
、
流
入
す
る

若
者
達
の
要
望
す
る
交
通
利

便
性
、
必
要
と
す
る
商
業
施

設
、
若
者
が
集
え
る
に

ぎ
わ
い
施
設
の
整
備
が

喫
緊
の
課
題
。
年
間
１

０
０
万
人
の
購
買
力
を

本
町
経
済
の
活
性
化
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
に
組
込
む
べ
き
。

町
長　

学
園
の
町
と
し

て
の
交
流
人
口
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
ま
だ
生
か
し

福井大学医学部

問　
公
民
館
活
動
の
先
進

地
、
出
雲
市
へ
行
き
、
稗
原

セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
を
聞

い
た
。
そ
の
中
で
、
“
子
ど

も
た
ち
が
健
全
で
地
域
を
守

り
愛
し
て
い
け
る
よ
う
世
代

を
つ
な
げ
て
い
く
役
割
”

が
公
民
館
で
あ
る
と
言
わ
れ

た
。
本
町
が
目
指
す
と
こ
ろ

は
。

教
育
長　

い
ろ
ん
な
仲
間
を

作
り
た
い
と
い
う
人
を
、
精

一
杯
さ
さ
え
応
援
し
て
い
く

こ
と
。

町
長　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

問　
平
成
16
年
以
降
毎
年
１

０
０
人
余
り
の
減
少
が
続
く

人
口
減
を
ど
う
考
え
る
。

総
合
政
策
課
長　

平
成
40
年

に
１
万
７
３
２
５
人
を
予

想
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
有
識
者

の
視
点
を
反
映
さ
せ
た
人
口

減
の
抑
制
策
を
策
定
中
で
あ

る
。

問　
人
口
１
万
９
千
人
の
町

に
２
つ
の
大
学
と
１
つ
の
大

学
病
院
、
２
つ
の
専
門
学
校

が
あ
り
、
研
究
・
学
園
都
市

と
し
て
の
発
展
の
可
能
性
は

高
い
。
こ
の
要
件
を
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
に

く
み
込
ん
で
生
か
せ
ば
、
し

ご
と
の
創
出
を
通
し
て
毎
年

続
く
人
口
減
の
ペ
ー
ス
も
変

わ
る
。
大
学
・
病
院
・
専
門

学
校
へ
の
交
流
人
口
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
そ
の
消
費
・
購

買
力
は
本
町
経
済
の
活
性
化

や
に
ぎ
わ
い
に
結
び
つ
い
て

い
る
か
。

総
合
政
策
課
長　

町
の
推
計

て
い
な
い
面
が
あ
る
。
こ
の

特
色
を
生
か
す
町
づ
く
り
が

今
回
の
地
方
創
生
の
大
き
な

柱
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
町
農
業
委
員
会
は
、農

産
物
直
売
所
れ
ん
げ
の
里
対

面
へ
の
ハ
ニ
ー
出
店
計
画
に

基
づ
く
農
地
の
農
業
振
興
地

域
除
外
に
、生
産
者
や
直
売

所
を
守
る
た
め
に
と
、反
対
の

意
志
を
示
し
た
。と
こ
ろ
が

町
は
、農
業
委
員
会
の
決
議

に
反
し
、出
店
予
定
地
の
農

振
除
外
を
認
め
る
と
い
う
。

　

法
に
よ
る
除
外
判
断
の
基

準
は
ど
の
よ
う
に
書
い
て
あ

る
か
。

農
林
課
長　

今
回
の
問
題

は
、
付
近
に
農
産
物
直
売
所

が
あ
り
、
農
業
者
の
所
得
減

や
意
欲
の
減
退
を
懸
念
す
る

た
め
賛
同
で
き
な
い
と
い
う

も
の
だ
が
、
町
と
し
て
は
農

振
除
外
の
判
断
基
準
を
満
た

し
て
い
る
と
し
て
県
に
関
係

機
関
の
意
見
書
を
付
し
て
申

し
出
を
行
う
。

問　
確
認
す
る
が
、
法
の
判

断
基
準
を
最
後
ま
で
読
む
と

ど
う
書
い
て
あ
る
の
か
。

農
林
課
長　

農
用
地
区
域
以

外
の
区
域
内
の
土
地
を
も
っ

問　
先
日
「
早
大
生
が
考
え

る
町
の
未
来
」
と
の
記
事
が

載
っ
た
。
県
大
・
福
大
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
抱
え
る
町
と
し

て
、
単
位
取
得
も
視
野
に
入

れ
た
大
学
生
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

提
案
…
と
あ
っ
た
。
両
大
学

か
ら
の
提
案
は
あ
る
の
か
。

　

そ
こ
で
、
町
の
施
設
内
に

学
生
が
自
由
に
出
入
り
し
、

活
用
で
き
る
部
屋
を
提
供
し

て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長　

早
稲
田
大

学
で
ま
ち
づ
く
り
を
専
攻
し

て
い
る
学
生
か
ら
、
「
流
れ

行
く
人
間
と
地
域
と
の
関
係

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
提
案

い
た
だ
い
た
。
来
年
４
月
に

は
福
大
に
国
際
地
域
学
部
が

開
設
さ
れ
、
永
平
寺
を
テ
ー

マ
に
授
業
を
進
め
る
と
聞
い

て
い
る
。
拠
点
の
提
供
は
検

討
し
た
い
。

ィ
で
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と

を
企
画
運
営

す
る
公
民
館

を
目
指
し
て

い
る
。

問　

町
長

が
思
い
描
い

て
い
る
構
想

を
、
具
体
的

に
表
し
た

“
今
後
の
公

民
館
の
あ
り

方
”
を
有
識

者
、
関
係
者

問　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

“
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
”
落
ち
着
け
る
生
活
環

境
の
実
現
と
い
う
視
点
が
必

要
。
高
齢
者
の
施
設
を
公
募

す
る
が
、
安
心
し
て
普
通
に

繰
り
返
さ
れ
る
生
活
の
実
現

問　
公
共
施
設
再
編
の
基

本
方
針
と
し
て
、
優
先
順
位

を
つ
け
た
上
で
機
能
の
圧
縮

や
施
設
の
統
廃
合
、
一
元
的

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
こ
と

で
あ
る
。
優
先
度
は
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

こ
と
で
あ
る
と
思
う
が
、
本

福井県立大学

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
平
成
27
版
ふ
る
さ
と
納

税
」
「
自
立
支
援
物
品
購

入
」

て
代
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
る
こ
と
…
と
な
っ

て
い
る
。

問　
こ
れ
ら
の
人
々
を
守
る

の
が
農
業
委
員
会
や
農
協
だ
。

副
町
長　

今
後
、
園
芸
振
興

な
ど
農
協
か
ら
農
家
へ
の
支

援
と
い
う
話
が
出
て
く
る
と

思
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り
と

対
応
し
た
い
。

問　
現
在
、
地
域
農
業
の

担
い
手
は
生
産
組
合
と
言
う

が
、
生
産
者
米
価
の
落
下
で

経
営
が
大
変
。
支
援
し
た
町

と
し
て
実
態
を
つ
か
む
べ

き
。

農
業
委
員
会
は
、農
業
と
農
地
を
守
る
機
関

ハ
ニ
ー
出
店
で
さ
ら
に
交
流
人
が
増
え
る

問答

農
林
課
長　

町
内
の
生
産
組

織
は
20
。
経
営
状
況
は
大
変

厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
町

と
し
て
も
経
営
状
況
を
つ
か

ん
で
き
た
い
。

農
業
生
産
組
合
の
経
営
実
態
を
つ
か
め

今
後
の
農
業
支
援
の
た
め
に
も
つ
か
み
た
い

問答

町
の
基
本
方
針
は
。

財
政
課
長　

再
編
の
目
的

は
、
施
設
の
更
新
時
期
が
一

斉
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
と
、

少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
将
来

需
要
の
変
化
な
ど
を
考
え
、

少
し
で
も
財
政
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

公
共
施
設
再
編
も
高
齢
化
社
会
の
対
応
を

財
政
負
担
の
軽
減

問答
高
齢
者
施
設
の
審
査
に
つ
い
て

一
歩
踏
み
込
ん
で
み
た
い

問答

と
い
う
視
点
に
立
っ
た
審
査

が
必
要
で
あ
る
。

福
祉
保
健
課
長　

施
設
の
経

営
や
人
的
配
慮
が
優
先
さ
れ

る
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
も
審
査
し
て
い
き
た
い
。

出雲市公民館視察

で
検
討
し
作
る
べ
き
だ
。

教
育
長　

前
向
き
に
社
会
教

育
委
員
や
公
民
館
運
審
委
の

意
見
を
聞
き
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
応
援
し
て

い
く
。
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問 役場職員の人材育成を

答 来年度から人事交流を検討中

樂 間 　  薫 議員

問 住民参画の根底は
　　　　 　　公民館活動が必須

答 必要な“人”と“金”をかける

上  田   誠 議員

伊 藤  博 夫 議員

問

答

素晴らしい九頭竜川を生かすべき

鳴鹿大堰～鳴鹿橋までは利用禁止

問　
公
民
館
活
動
の
基
本
は

“
館
”
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

必
ず
誰
か
居
る
（
常
勤
）
。

人
の
居
る
と
こ
ろ
に
“
人
”

が
集
ま
る
。
公
民
館
の
今
後

の
あ
る
べ
き
姿
、
役
割
を
明

確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
を
果
た
す
に
は
人
が
必

要
、
必
要
な
人
材
と
お
金

（
予
算
）
を
か
け
、
要
望
に

応
え
る
社
会
教
育
体
制
づ
く

り
を
す
る
。

問　
行
政
が
公
民
館
の

「
位
置
づ
け
」
や
「
動
き
」

を
明
文
化
す
る
。
今
後
は
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く

保
健
福
祉
、
生
活
、
子
ど

も
、
道
路
な
ど
…
地
域
の
課

題
や
住
民
の
暮
ら
し
を
、
最

終
的
に
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
公
民
館
の
動
き
と
し
て

行
政
が
公
民
館
に
ど
う
い
う

機
能
を
。
館
長
や
主
事
に
は

ど
う
い
う
役
割
が
あ
る
か
を

示
す
必
要
が
あ
る
。

教
育
長　

明
文
化
は
大
事
で

必
要
。
上
か
ら
目
線
で
な
く

い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
活
動
を

応
援
す
る
。

町
長　

地
区
振
興
会
を
中
心

と
し
た
公
民
館
活
動
で
町
民

の
情
熱
や
連
携
で
主
役
と
な

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　
鳴
鹿
大
堰
か
ら
上
流
の

有
効
範
囲
と
活
性
化
の
Ｐ
Ｒ

を
。

建
設
課
長　

大
堰
の

ゲ
ー
ト
操
作
に
よ
る

水
位
の
変
化
等
、
安

全
性
を
考
慮
す
る
と

鳴
鹿
橋
下
流
は
利
用

で
き
な
い
が
、
鳴
鹿

橋
上
流
は
ア
ユ
釣
り

客
や
河
川
利
用
者
等

の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
自
己
責
任
に
よ

り
利
用
可
能
で
あ

る
。
河
川
区
域
内
に

構
造
物
等
や
カ
ヌ
ー

大
会
等
の
ブ
イ
を
浮

か
べ
る
場
合
は
、
河

川
占
用
許
可
が
必
要
。

問　
毎
年
費
用
が
か
か
る
燈

籠
流
し
水
路
の
整
備
と
流
す

位
置
の
地
盤
整
備
を
。

建
設
課
長　

志
比
小
学
校
裏

の
上
流
の
河
川
公
園
は
県
土

木
、
下
流
の
燈
籠
を
流
す
位

置
や
駐
車
場
は
国
交
省
が
造

問　
町
長
は
首
都
圏
で
若
い

や
る
気
の
あ
る
人
材
を
採
用

し
、観
光
物
産
協
会
に
派
遣

し
経
験
を
積
ま
せ
、町
の
観

光
の
発
展
に
繋
げ
た
い
と
の

意
向
で
あ
っ
た
と
思
う
が
現

在
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

町
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
件
だ
と
思
う
。手
を
挙
げ

る
方
が
少
な
く
、最
近
に
な
っ

て
名
古
屋
の
方
が
手
を
挙
げ

た
の
で
、近
々
面
接
す
る
。

問　
役
場
職
員
の
皆
さ
ん

は
そ
れ
ぞ
れ
に
勉
強
さ
れ
、

能
力
の
あ
る
方
が
多
い
と
思

う
。移
動
で
他
の
部
署
に
配

置
さ
れ
て
も
支
障
は
な
い
。

し
か
し
、町
長
の
揚
げ
る「
強

い
永
平
寺
町
を
つ
く
る
」
に

は
、専
門
的
な
知
識
・
能
力
を

持
っ
た
人
材
も
必
要
だ
と
思

う
。そ
こ
で
、職
員
を
民
間
会

社
や
商
工
会
、Ｊ
Ａ
、観
光
物

産
協
会
や
え
ち
鉄
等
に
派
遣

し
、専
門
的
な
知
識
を
身
に

つ
け
て
、そ
の
後
の
業
務
に
生

か
す
こ
と
は
大
変
有
意
義
だ

と
思
う
。

町
長　

現
在
滞
納
整
理
機
構

に
毎
年
一
人
派
遣
し
て
お

成
、
上
流
の
河
川
公
園
に
沿

っ
た
水
路
の
石
が
増
水
等
に

よ
っ
て
流
れ
た
経
緯
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
復
旧
に
つ
い

て
可
能
か
ど
う
か
県
・
国
と

十
分
に
相
談
す
る
。

問　
高
橋
地
区
の
河
川
区
域

内
に
は
環
境
教
育
と
し
て
の

ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
と
、
燈
籠

流
し
日
本
一
の
夜
景
遺
産
近

く
に
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
山
を

撤
去
す
べ
き
。

建
設
課
長　

環
境
教
育
に
使

え
る
状
況
で
な
い
こ
と
か

ら
、
地
域
の
方
々
と
協
働
で

ビ
オ
ト
ー
プ
の
再
生
を
お
願

い
し
、
町
と
し
て
支
援
で
き

れ
ば
相
談
す
る
。
ま
た
ゴ
ミ

の
山
の
撤
去
は
国
交
省
が
河 志比南小学校ヤマメ稚魚放流

問　
10
月
か
ら
発
送
、１
月

よ
り
運
用
の
こ
の
制
度
は
、

国
民
理
解
進
ま
ず
、問
題
山

積
で
見
切
り
発
車
す
る
。利

用
範
囲
の
拡
大
で
情
報
の
流

出
、犯
罪
へ
の
危
惧
、準
備
の

遅
れ
な
ど
、ま
た
制
度
を
導

入
し
た
国
の
対
応
と
責
任
が

問
わ
れ
る
。町
の
対
応
は
。

住
民
生
活
課
長　

法
律
に
基

づ
く
国
の
制
度
で
あ
り
住
民

へ
の
周
知
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
対
し
て
万
全
を
期
し
て
対

応
す
る
。

り
、
勉
強
し
て
き
た
こ
と
を

生
か
し
て
い
る
。
来
年
度
か

川
維
持
作
業
で
毎
年
行
っ
て

お
り
、
作
業
の
中
で
除
草
、

伐
木
、
伐
採
を
通
し
て
河
川

環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
撤

去
を
強
く
要
望
す
る
。

問　
永
平
寺
川
の
上
流

で
、
志
比
南
小
学
生
や
地
域

住
民
等
が
毎
年
９
月
に
産
卵

場
の
整
備
、
５
月
に
は
稚
漁

を
放
流
し
て
い
る
が
、
下
流

で
中
部
漁
業
協
同
組
合
が
行

う
サ
ク
ラ
マ
ス
産
卵
の
た
め

の
捕
獲
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長　

２
月
～
５
月

九
頭
竜
川
の
遊
漁
期
間
中

に
釣
り
人
が
釣
っ
た
魚
を

購
入
し
、
福
井
県
内
水
面
漁

業
セ
ン
タ
ー
で
産
卵
時
期
ま

で
蓄
養
す
る
も
の
と
、
特
別

採
捕
許
可
（
刺
し
網
・
タ
モ

網
等
）
で
親
魚
を
捕
獲
し
て

お
り
、
古
市
橋
の
下
流
で

は
、
特
別
採
捕
で
８
匹
を
捕

獲
し
３
匹
を
産
卵
用
と
し
内

水
面
総
合
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

込
み
、
５
匹
は
放
流
し
て
い

る
。

問　
高
齢
者
、独
居
老
人
の

方
々
に
は
、個
別
に
そ
の
重

要
性
、運
用
も
含
め
て
対
応

が
必
要
。

住
民
生
活
課
長　

民
生
委
員

や
福
祉
委
員
の
方
々
と
連
携

し
直
接
対
応
し
て
い
く
。

町
長　

住
民
目
線
で
具
体
的

な
観
点
で
特
集
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
番

組
を
つ
く
り
広
報
し
て
い
く
。

問　
主
体
者
は
国
民
、番
号

を
付
与
し
た
の
は
国
、対
応

の
重
要
性
と
責
任
の
所
存
が

問
わ
れ
る
が
。

住
民
生
活
課
長　

事
故
が
起

き
な
い
よ
う
周
知
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
充
実
を
心
が
け

る
。

新聞記事よりマイナンバー制度

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
学

校
、
幼
稚
園
・
幼
児
園
な
ど

で
親
し
く
歌
わ
れ
て
い
た
歌

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
合

併
な
ど
で
歌
わ
れ
な
く
な
る

と
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
歌
を
探
し
て
楽
譜
に

し
て
残
し
て
お
け
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

古
い
歴
史

や
古
い
写
真
、
ま
た
は
古
く

か
ら
歌
い
継
が
れ
て
い
る
歌

や
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

問　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
志
比
堺

駅
の
石
段
が
、
結
構
急
で
長

く
危
険
。
今
の
時
期
は
ま
だ

い
い
が
、
冬
、
雪
が
降
る
と

一
層
危
険
度
が
増
す
。
対
策

は
。

総
務
課
長　

志
比
堺
駅
の
石

段
が
危
険
な
こ
と
は
重
々
承

知
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も

地
域
の
要
望
に
よ
り
手
す
り

を
設
置
し
た
り
対
応
は
し
て

い
る
が
、
未
だ
安
全
で
は
な

い
。

　

え
ち
鉄
と
も
協
議
し
て
対

応
し
て
い
る
が
、
絶
対
の
案

は
で
き
上
が
っ
て
い
な
い
。

今
の
現
状
で
は
非
常
に
危
険

な
の
は
重
々
理
解
し
て
い
る

が
、
今
の
所
な
か
な
か
い
い

案
が
な
い
の
が
現
実
。

ら
関
係
団
体
な
ど
と
協
議

し
、
一
人
送
っ
て
一
人
も
ら

う
と
い
う
人
事
交
流
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

い
る
歴
史
的
な
物
を
残
し
て

い
く
の
は
生
涯
学
習
課
の
責

務
。
広
く
町
民
か
ら
情
報
提

供
を
求
め
た
い
。

忘
れ
去
ら
れ
る
前
に
楽
譜
に
残
し
て

い
ろ
ん
な
方
法
で
情
報
提
供
を
求
め
て
残
す

問答
志
比
堺
駅
石
段
の
雪
害
対
策
を

な
か
な
か
厳
し
い
が
考
え
て
い
く

問答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
へ
の
不
安
、

　
　
町
の
責
任
が
問
わ
れ
る

制
度
の
周
知
、

  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
万
全
を
期
す

問答
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　行政が主体で取組む町づくり「お
やべ夢構想」として位置づけ、小矢
部市内のインターチェンジ周辺に、
市内外・県外から誘客を見込める大
型商業施設（アウトレットモール）
を誘致し、この施設を核とした
ショッピングゾーンの整備と、交流
人口の拡大を目指した事業で、事業
面積15.6ha、地権者57名の同意を得
て、行政の熱意と市民の寛大な理解
にて７月にオープンし、市内外の経
済波及効果と、活性化を図る取り組
みでした。

　新幹線開業に合わせた公共交通網の整備について、その都度計画的に効果を検証し、随時改
善を図り、市街地を広域的にカバーできる、デマンド交通システムの導入を視野に入れた調査
や実験をし、地域公共交通再編実施計画の策定に取り組んでいて大変参考になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務常任委員会

８月10日（月）島根県出雲市
アウトレットモール誘致に至る経緯と効果はアウトレットモール誘致に至る経緯と効果は

北陸新幹線開業に向けた取り組み・開業後の観光客等の状況
　立山黒部アルペンルートに、毎年100万人近い観光客が訪れ、国際的な観光地として、最近
20万人の外国人が訪れている。最近は隣接都市長野県大町市と誘客の連携強化を図り、地域お

こしの発堀を首都圏大学、地元大学との連携し学生目線で、農
業振興政策、観光振興、企業誘致、地元酒蔵振興等のアイデ
アーコンクールのなかで採用し町のパンフレット、マップを採
用してＰＲ。
　空き家店舗の利活用策として、全国から特産物、特産品を陳
列また、ネット販売し観光客・地元住民にも販売し、観光と農
林業、健康福祉施設事業を一体化し、町の環境整備に取り組ん
でいる。

　安曇野市で、地下水の湧き出る地域があり特産のわさ
び栽培が盛んでわさび堀おこし、わさび漬けの体験をし
た。施設には宿泊施設も設置され販売促進事業の地域活
性化策に模索している。我が町においても,ニンニク、た
まねぎ等特産物や採れたての新鮮な農作物など、新たに
栽培する特産品を創出し、地域おこしに。
　　　　　　　　　　　　　　　　産業建設常任委員会

立山町の観光振興政策は立山町の観光振興政策は ８月12日（水）富山県立山町役場

８月11日（火）鳥取県米子市

特産品加工、地域おこし視察研修特産品加工、地域おこし視察研修
８月13日（木）長野県安曇野市

コミュニティバスの取り組み状況はコミュニティバスの取り組み状況は

　当委員会は、８月10日、11日、公民館活動の先進地である出雲市と、高
齢者・身障者福祉について米子市を訪れました。
　出雲市は、平成13年度に、教育委員会組織の大改革を行った。具体的
には、生涯学習やスポーツ部門などを市長部局へ、教育委員会は学校教
育に特化した。また、平成14年度に、公民館からコミュティセンターへ移
行し、センター長をはじめ４名の職員を常時勤務化した。
　市では、自主企画事業を交付金として43センターに約3500万円を予
算化している。その中で、稗原コミュニティセンターの職員から、地域住民による自主企画運営の取り
組みについて、説明を受けた。

　米子市では、高齢者や身障者が安心して地域で暮らせるように、地域で施設を運営している社会福
祉法人「地域でくらす会」を視察した。ここでは、在宅介護の支援施設を民間法人が経営する厳しさを
学ぶことができた。
　この２つの研修先で学んだことを、今後の町づくりに役立てたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育民生常任委員会

住民のオアシス・公民館住民のオアシス・公民館
８月10日（月）～11日（火）富山県小矢部市役所

富山県黒部市役所

民間介護施設｢地域でくらす会」民間介護施設｢地域でくらす会」
ま  ちま  ち
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委 

員 

長

　
長

　
岡

　
千
惠
子

　
副
委
員
長

　
樂

　
間

　
　
　
薫

　
委

　
　
員

　
　
江
守

　
　
勲
・
上
田

　
　
誠

　
　
金
元

　
直
栄
・
中
村
勘
太
郎

発
行
責
任
者

　
議

　
　
長

　
川

　
崎

　
直

　
文

　秋
も
深
ま
り
、
虫
の
声
が
あ
ち
こ
ち

か
ら
聞
こ
え
、
い
つ
か
し
ら
生
活
様
式

も
夏
よ
り
秋
か
ら
冬
へ
と
衣
替
え
に
気

づ
く
自
分
が
い
る
。

　全
国
各
地
で
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」
に
反
対
す
る
国
民
の
声
が
聞
こ
え

る
。
多
く
の
憲
法
学
者
も
元
最
高
裁
判

事
も
元
内
閣
法
制
局
長
も
違
憲
で
あ
り

法
的
安
定
性
を
欠
く
と
、
ま
た
歴
代
の

内
閣
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
き
た
。

　今
、
国
会
で
は
憲
法
の
解
釈
変
更
で

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣
議
決

定
」
を
具
体
化
す
る
同
法
案
が
野
党
の

反
対
の
中
、
成
立
し
た
。
国
は
国
民
の

理
解
を
得
る
た
め
、
丁
寧
な
説
明
を
重

ね
る
と
言
っ
て
い
る
。
永
平
寺
町
９
月

定
例
会
で
同
法
案
に
関
す
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
審
議
を
し
た
こ
と
は
意
義

深
い
。
議
員
も
国
民
の
一
人
と
し
て
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。

　み
ん
な
の
声
を
聞
か
ず
、
衣
替
え
を

し
な
い
で
い
る
と
風
邪
を
引
き
、
寝
込

む
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
は
自
分
だ
け

だ
ろ
う
か
!?

　
　
　
　
　（
上
田  

記
）

　今回の「がんばる団体」に、町内をはじめ
近隣地域住民へ健康的な食品等を販売し、毎
日が活力に満ち販売員はもとよりお客さんの
笑顔が絶えない「れんげの里」。その中の一
角で、町おこしに繋がればと頑張っている
“ハンドメイド風ふう”を紹介します。
　この団体のリーダーは、松岡下合月の森塚
美智子さん。平成13年頃、JA女性部で地元
の新鮮な野菜を皆さんに味わっていただこう
と、十数名で創設しました。平成16年頃、県
農林総合事務所の方から、加工部をやらない
かと誘われ、自宅の車庫を改装して厨房を作
ったそうです。加工品は“ふる里の味”とし
て「ぼた餅＆かき餅」からはじめました。そ
うして野菜の出荷と加工品の出荷を約１年、
翌年の平成17年にグループを法人化、名称を
現在の“ハンドメイド風ふう”と名付け飛躍
中です。ちなみにこの名称の由来は、「手作
りの新鮮な食品が、風に乗ってお客さんに広
まれば…」とのことです。
　平成22年に、現在の「れんげの里」がオー
プン。現在の加工部に入り、弁当・赤飯・惣
菜等をお客様に提供するため、朝早くから作
っているとのことです。
　“ハンドメイド風ふう”で一番のこだわり

はとお聞きしたとこ
ろ、手作りにこだわ
り、極力地元の食材
を生かし、味付けも
ご注文の際に食する
お客様の年齢とか場
所をイメージして作
っていると胸を張っ

て答えてくださいました。本当に食と健康を
大切にしているのだと共感しました。
　また、代表の森塚さんはお店の仕事が空い
たときなどは、町の「あぶら桐プロジェク
ト」の畑に行き、草刈り作業をしているそう
です。
　これからの目標はとお聞きすると、「地
産・地消でなかなか実績も伸びず大変な苦労
がある中、最近ようやく注文が増え、少しず
つ軌道に乗ってきている。スタッフの皆さん
と毎日元気に笑顔で楽しく、お客様と共に地
域の活性化に繋げていきたい」と答えてくだ
さいました。
　また、今後の課題としては、地域の若い方
に“ハンドメイド風ふう”の継承をしていけ
たらとおっしゃっていました。
　“ハンドメイド風ふう”を、地域特有のブ
ランド食品として、地域の皆さんで盛り上
げ、今以上に愛され・にぎわうよう見守りた
いです。　　　　　　　　　　（中村　記）

地元産の原料にこだわって作っています！地元産の原料にこだわって作っています！

ハンドメイド風ふうハンドメイド風ふうハンドメイド風ふう

イベント時は早朝２時からフル稼働

「美しく、楽しく食べたいをモットーに」と皆さん


